
出生体重３，５００９以上の児

在胎37週以上40週未満の児

生後２週間以内

出生体重1,0009未満の児

出生体重が５パーセンタイル以上95パーセンタ

イル未満の児

罰所
確

６腹部大動脈癌に対するステントグラフ卜内挿術直後にみられたⅡ型エンドリークに対する処置で我が国の保健統計について正しいのはどれか。

ａ０歳児では先天異常による死亡が最も多い。

ｂ２０歳代では不慮の事故による死亡が最も多い。

ｃ９０歳以上では悪性新生物による死亡が最も多い。

ｄ悪性新生物による死亡数は人口の約１５％を占める。

ｅ平成７年の死亡診断書の記載方法の改正に伴い肺炎の死亡率が増加した。

正しいのはどれか。

ａ開腹後動脈結紫術

ｂ画像診断による経過観察

ｃカテーテル的コイル塞栓術

ｄステントグラフトの追加留置術

ｅバルーン拡張型ステントにより近位頚部と遠位頚部の圧着

－１０５－２－

５介入研究に関して正しいのはどれか。

ａ治験は介入研究ではない。

ｂ介入群と対照群との標本数を同じにする。

ｃ無作為比較対照試験には二重盲検化が必須である。

ｄ介入群と対照群との標本数は研究開始後に決定する。

ｅ乱数表を用いて被‘験者を介入群と対照群とに分ける。

２わが国の結核の現状について正しいのはどれか。

ａ有病率は若い年齢層で高い。

ｂ新登録患者は男性が女性を上回っている。

ｃ小学校１年生の全員にツベルクリン反応検査を行う。

ｄ結核を診断した医師は７日以内に保健所長に届け出る。

ｅ生後６か月に達するまでに行うＢＣＧ接種は廃止された。

７１０か月の乳児で正常なのはどれか。

aMoro反射がみられる。

ｂ手掌把握反射がみられる。

cLandau反射がみられない。

ｄパラシュート反射がみられない。

ｅ非対称性緊張性頚反射がみられない。

３新生児に用いられる用語について正しい組合せはどれか。

８産裾経過で正しいのはどれか。

ａ赤色悪露は４～６週間持続する◎

ｂ初回月経まで妊娠することはない。

ｃ初乳には分泌型IgAが多く含まれる。

ｄ５日目の子宮底高は恥骨上緑に触れる。

ｅプロラクチンの基礎分泌量は増加する。

ａ巨大児

ｂ正期産児

ｃ早期新生児期

ｄ超低出生体重児

ｅＡＦＤ（appropriate-fOr-dates）児

『

－１０５雪１－

４正しいのはどれか。

ａ国際赤十字は政府機関である。

ｂ国際協力機織（JICA）では、日本と他国の技術協力を行う。

ｃ国連児童基金（UNICEF）は食糧支援が主な業務である。

ｄ政府開発援助（ODA）は非政府援助に比較して規模が小さい。

ｅ国連教育科学文化機関（UNESCO）は児童の福祉、健康、改善を行う。

９急変した入院患者に対する複数科のチーム医療で適切でないのはどれか。

ａ医療情報の共有。

ｂ看護師もチームに含める。

ｃ医師を頂点にした指示内容の確立。

ｄ速やかにチームリーダーを決める。

ｅ口頭指示の内容を把握し記録する担当を決める。

１０開発途上国の保健医療について正しいのはどれか。

ａポリオは根絶された。

ｂ乳児の下痢には母乳の継続が有効である。

ｃマラリアの予防には蚊帳は有効ではない。

ｄ成人、Ｖ感染率は東南アジアが最も高い。

ｅ肺炎は５歳未満児の３大死因に含まれていない。



１４呼気終末陽圧換気（PEEP）について正しいのはどれか。

ａ静脈還流を増加させる。

ｂ腎血流量を増加させる◎

ｃ頭蓋内圧を低下させる。

ｄ肺内シャントを減少させる。

ｅ機能的残気量を低下させる。

「

■
Ｆ
凶

１６３歳以降に初回接種を推奨している予防接種はどれか。

ａ結核

ｂ肺炎球菌

ｃ日本脳炎

．ロタウイルス

ｅ３種混合ワクチン（ジフテリア・百日咳．破傷風）

１１急性腹症の診断に有用でないのはどれか<

ａ血液検査

ｂ腹部ＣＴ検査

ｃ腹部超音波検査

ｄ下部消化管内視鏡検査

e腹部単純ｴｯｸｽ線検査

１５ヘルニアとヘルニア門の組合せで誤っているのはどれか。

ａ膳へルニアー

ｂ大腿へルニアー

ｃ閉鎖孔へルニアー

ｄ外ソケイヘルニァ

ｅ内ソケイヘルニァ

１７妊娠の成立・維持について正しいのはどれか。

ａ妊娠は受精当日に成立する。

ｂ着床は受精後２日目に起こる。

ｃ妊娠５週の妊娠維持は妊娠黄体が必要である。

ｄ２２週０日の分娩は流産である。

ｅ妊娠40週１日の分娩は過期産である。

１２肺循環について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ血管抵抗は体循環より高い。

ｂ血圧は体循環とほぼ同じである。

ｃ肺循環血管壁は体循環動脈壁に比べて薄い。

ｄ肺循環血液量は総循環血液量の５０％を占める。

ｅ肺循環血流量が増えても肺動脈圧の上昇は少ない。

ｌ８わが国の医療保険制度について誤っているのはどれか。

ａ保険料は所得によって額が異なる。

ｂ被用者保険は健康保険法の規定による。

ｃ医療給付は原則として現物給付をとっている。

ｄ小学校入学前の被扶養者の自己負担率は２割である。

ｅ一定以上の所得者を除く７５歳以上の自己負担率は２割であるｃ

１３感覚解離を来たす部位はどれか。２つ選べ。

ａ頭頂葉

ｂ視床

ｃ延髄

。脊髄

ｅ橋

１９保健所が行っている事業はどれか。３つ選べ。

ａ人口動態統計に関する事項

ｂ母子保健手帳の交付

ｃ歯科保健に関する事項

ｄ精神保健に関する事項

ｅがん検診に関する事項

『

２０上口唇部挫創処置の麻酔について適切なのはどれか。

ａ下顎孔伝達麻酔

ｂクーレンカンプ法

ｃ眼商上神経ブロック

ｄ眼嵩下神経ブロック

ｅオトガイ神経ﾌﾞロック

－１０５－３－

腰部

大腿輪

閉鎖孔

内ソケイ輪

外側ソケイ街

－１０５－４－
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末梢血で最も早く減少するのはどれか。２４全身の大量放射線被ばくによって、

ａ血小板

ｂ好酸球

ｃ好中球

ｄ赤血球

ｅリンパ球

２１圧挫症候群の受傷後３時間で搬入された患者の尿所見として可能性が最も高いのはどれか。

尿
尿
ン
ン
ビ
ビ
ロ
ロ
グ
グ
尿
尿
尿

モ
オ
菌
び

ヘ
ミ
細
乳
血

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

－１０５－５－

２５ＲＥＭ睡眠の脳波検査の所見でみられるのはどれか。

ａ癌波

ｂ紡錘波

ｃ低振幅波

ｄＫ複合波

ｅ疎徐波結合

２２放射線障害のうち急性障害はどれか。

ａ白内障

ｂ白血病

ｃ骨髄抑制

ｄ甲状腺癌

ｅ遺伝的影響

２６皮漕および付属器について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ立毛筋は毛隆起部に付着する。

ｂメラニンは順粒層で合成される。

ｃ皮脂腺は表皮には直接開口しない。

ｄ表皮は有練層と基底層の２層構造である。

ｅ毛周期は成長期、退行期、休止期の３つに分けられる。

２３国内での心臓移植手術件数の推移を示す。

－１０５－６－

９７９８９９０００１０２０３０４０５０６０７０８０９１０１１

年

脳死患者本人の意思が不明でも家族の承諾があれば臓器提供できるようになったｃ

２８前立腺の直腸診で正常な所見として正しいのはどれか。

ａ表面が不整ｏ

ｂ石様に硬い。

ｃ圧痛がある。

ｄ大きさが鶏卵大。

ｅ中央溝が触れる。

fEF冠,
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2010年７月の臓器移植法改正で変更された点として正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ透析患者にも心臓移植が行われるようになった。

ｂ１５歳未満の脳死患者からも臓器提供が可能になった。

ｃ心臓移植のレシピエント適応年齢が65歳以下となった。

ｄ虐待の可能性があるドナーからも臓器提供が可能になった。

ｅ脳死』照若本人の意思が不明でも家族の承諾があれば臓器裸供できるようになこ

国内での心臓移植手術件数の推移

IＯＩｌＩｌＩ
‐
Ｉ

２７次のうち耳痛をきたすものはどれか。

ａ耳硬化症

ｂ突発性難聴

ｃ聴神経腫傷

ｄ惨出性中耳炎

eRamsayHunt症候群



３１胸腺について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａＴ細胞の成熟に必須である。

ｂ心臓の背側上部に存在する。

ｃ髄質からアドレナリンを分泌する。

ｄ壮年期まで増大し、以降加齢と共に萎縮する。

ｅ自己成分に強く反応してしまうＴ細胞は排除される。

「

Ｆ
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３４人工培地で発育しないのはどれか。２つ選べ。

ａらい菌

ｂ結核菌

ｃ梅毒トレポネーマ

ｄライム病ボレリア

ｅ肺炎マイコプラズマ

２９ＥＲＧで律動様小波が減弱する眼疾患はどれか。

ａ流行性角結膜炎

ｂ乾性角結膜炎

ｃ角膜へルペス

ｄ加齢白内障

ｅ糖尿病網膜症

トコンドリア内で行われるのはどれか。

解糖

脂肪酸酸化

脂肪酸合成

ペントース産生

コレステロール合成

３７光化学オキシダントについて正しいのはどれか。

ａ紫外線のエネルギーによって生成する。

ｂ現在では注意報の発令はほとんどない。

ｃオゾンは光化学オキシダントに含まれない。

ｄ硫黄酸化物は光化学オキシダントを生成する一次性物質である。

ｅ塩化飽和脂肪族炭化水素は光化学オキシダントの生成を阻害す＃

３５薬物過敏症について正しいのはどれか。

ａ重症化しない。

ｂ用量に依存する。

ｃ適正な用法でも発症する。

ｄ長期投与後に発生頻度が高い。

ｅまれに発生する有害反応である。

３０機能的分類として多軸関節はどれか。２つ選べ。

ａ腕尺関節

ｂ肩関節

ｃ環椎後頭関節

ｄ膝関節

ｅ股関節

３６死後経過時間推定に通常用いないのはどれか。２つ選べＣ

ａ直腸温

ｂ瞳孔径

ｃ死体硬直

ｄ角膜混濁

ｅ死斑の色

函

Ｆ
凶

－１０５－８－－１０５－７－
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塩化飽和脂肪族炭化水素は光化学オキシダントの生成を阻害する物質である。

３８病理検査に際して、針生検により組織を採取するのはどれか。

ａ舌腫傷

ｂ鼻腔腫傷

ｃ乳腺腫傷

ｄ大腸腫傷

ｅ勝I光腫癌

3340,000人に１人の割合で発症するＸ染色体劣性遺伝性疾患がある。集団が均質であるとき、こ

の疾患における女性の保因者頻度はどれか。

ａ１００人に１人

ｂ４００人に１人

ｃ1,000人に１人

ｄ20,000人に１人

ｅ40,000人に１人
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４２在胎39週、出生体重2,8009、正常分娩で出生した男児。Apgarスコア８点（１分)。生後３へ

４日後に、自発的な動きのなかで観察できる反射はどれか。

ａ背反射

ｂ歩行反射

ｃ足底把握反射

３９わが国の３０歳代の健康な男性の一日の適正なカルシウム摂取基準はどれか。

ａ５０ｍｇ

ｂｌＯＯｍｇ

ｃ３００ｍｇ

ｄ７００ｍｇ

ｅｌ２００ｍＩ9 ｄパラシュート反射

ｅ非対称性緊張性頚反射

A言4群空皇室-;へｼ、負へ一一へ

４０生後３時間の新生児。在胎27週､体重1,1209で出生した。Apgarスコア７点（１分値)、８点（５

分値)。多呼吸とチアノーゼを認める。

この他に認められる可能性が高いのはどれか。２つ選べ。

ａ叩吟

ｂ瑞鳴

ｃ乾性咳蹴

ｄ陥没呼吸

ｅ吸気時間の延長

胎児心拍数陣痛図を示す。４３３１歳の初産婦。妊娠39週４日。子宮収縮の増強を主訴に入院した。

正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ遷延徐脈を認める。

ｂ早発一過性徐脈を認める。

ｃ遷延一過性徐脈を認める。

ｄ心拍数基線は正常範囲内である。

ｅ心拍数基線細変動は消失している。

γ‐ｒｰ．

４１８４歳の女性。両側の下肢痛を主訴に来院した。触診では両足は冷たく、後腔骨動脈と足背動脈

の拍動は触知しなかった。下肢の写真を示す。
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凸rO-トー

雲 ＝L－ｆＩ－ｊＬ
.ー

１－一壱f一

要要
「

この皮府の状態はどれか。

ａ溢血

ｂ充血

ｃ貧血
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ｅうっ血
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『

３２歳の女性。数年前から食物が通過しづらく、

過障害が増強したため来院した。食道造影写真を

この疾患について正しいのはどれか。

ａ亜硝酸薬を用いる。

ｂ食道癌は合併しない。

ｃ胸痛はともなわない。

dNissenの噴門形成術を行う◎

ｅ内視鏡的ステント挿入が有効である。

食事の際に水分を多めにとっていた。最近、通

食道造影写真を示す。

－１０５－１１－
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食道造影写真

『、

４５５６歳の男性。高血圧のため循環器内科に通院中左片麻揮が出現したため、神経内科に入院した。

入院時の頭部ＣＴ画像を示す。

入院翌日に肺炎を合併し、ベッド上臥床状態が２週間持続した。現在、呼吸状態は良好となった

が、構音障害、左片麻揮および左感覚障害が残存し、車椅子に移乗するときは介助が必要な状態で

ある。食事により時にむせることがある。入院前は専業主婦の妻（52歳）と会社員の息子（30歳）

と同居しており、在宅加療を希望している｡

本症例のリハビリテーションについて、正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ地域連携パスを用いた回復期リハビリテーション転院を検討するｃ

ｂ介護保険サービスによるリハビリテーションの適応はない。

ｃ経口摂取は禁止し、胃痩を造設する。

。言語聴覚士による訓練は必要ない。

ｅｌ唯下造影検査を行い、評価を行う。

頭部ＣＴ画像

４６３２歳の男性。幼少期から肥満を呈しており、健康診断でも肥満を指摘されていたが、いままで

に医療機関を受診したことはない。仕事が多忙で外食することが多く、最近さらに体重が増加し、

心配で受診した。身長１６０ｃｍ、体重７０ｋｇ◎脈拍56/分、整。血圧142/９２mmHg･検査で冠動脈

疾患や変形性関節症は認めなかった。

指導内容として正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ１日６００ｋcalの食事。

ｂｌか月後に１４ｋｇの減量。

ｃ塩分摂取量は１日７９以下。

ｄ蛋白質摂取量は１日５０９以下。

ｅ１日３００ｋcalを目標とした連動。

－１０５－１２－
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４８６５歳の男性｡既往歴なし。下血を主訴に来院した。数か月前より便に血液が混じるようになった。

腹部は平坦、軟、腹部で圧痛なし。注腸造形写真、大腸内視鏡写真を示す。また胸腹部ＣＴではＳ

状結腸の壁肥厚以外明らかな異常所見は認めなかった。

適切な治療法はどれか。

ａ化学療法

４７５３歳の男性。関節リウマチの治療として、生物製剤（ＴＮＦα阻害薬）を使用している。２か月

前から微熱、咳唯と頭痛が続いていた。５日前から３８℃の発熱と頭痛の増悪を自覚した。本日家

族の呼びかけに反応がなく、家族とともに来院した。身体所見では、GCSでE2V3M4、項部硬直

とKemig徴候をみとめる。聴診上、右胸部にラ音と聴取する。胸部ＣＴ検査では右上肺野に浸潤

影を認め、髄液検査の結果､結核性髄膜炎と診断された。入院後､熔疾の抗酸菌検査を行うために、

ｂ放射線療法

ｃＳ状結腸切除

ｄ人工虹門造設

ｅ内視鏡的粘膜切除

曙疾吸引を行うことになった。

感染防御の上で正しい対応はどれか。
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大腸内視鏡写真注腸造影写真

４９２歳６か月の男児。１歳oか月の時に熱性けいれんの既往がある。麻疹ワクチンの予防接種を

希望している。体温は365℃で、発育・発達を含め診察所見に異常を認めない。

次のうち適切でないのはどれか。

ａ麻疹ワクチンの予防接種の効果は高い。

ｂ熱性けいれんの既往があるので接種しない。

ｃ麻疹ワクチンは２回接種が推奨される。

ｄ副反応として発熱、発疹が出現するのは接種後１０日前後である。

ｅ２週前に３種混合ワクチン（DPT）を受けていても接種可能である。

③

⑤



５１８５歳の男性。自宅で多量のタール便をきたし、救急車で搬送され来院した。意識は不穏状態で

ある。身長162ｃｍ，体重６０ｋｇ，脈拍１１８/ｍin，整、血圧85/４２ｍｍＨｇ、皮府は蒼白で冷たい。

血液所見：赤血球219万、Ｈｂ６．１９dﾉ、Ｈt２１％、白血球5,600、血小板125万、ＰＴｌｌ３秒（基

準対照113)、APTＴ32.3秒（基準対照32.2)、総蛋白６．７９/dZ，アルブミン３．９９/djo

この患者に適切な輸血はどれか。

ａ近親者からの新鮮血

ｂ赤血球濃厚液

ｃ新鮮凍結血擬

．挫厚血小板

ｅ自己血

『

日齢８日の新生児顔面の写真（写真①、写真②）を示す。

移植を必要とする組織はどれか。

ａ皮膚

ｂ脂肪

ｃ軟骨

ｄ骨

ｅ毛

５０３０歳の初産婦。妊婦健康診査のために来院した。２週前に自宅近くの診療所を受診した際、最

終月経から妊娠８週と診断された。超音波検査で子宮内に心拍を有する胎児を認めるが、妊娠週

数に比して小さい。

対応として適切なのはどれか。

ａ自宅安静とする。

ｂ妊娠週数を修正する。

ｃ食事療法を指導する。

ｄ羊水採取の必要性を説明する。

ｅ子宮内胎児発育遅延の説明をする。

5２

写真①

「
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－１０５．１５－ －１０５－１６－

写真②

５３３０歳の女性。

意識障害のために救命救急センターに搬送された。

現病歴：ここｌか月ほどは悩みごとが多く、家人とほとんど話をしなくなっていたが、家事はこ

なしていた。本日夕食後姿が見えずに捜したところ自室で倒れているのを娘が発見した。順吐痕も

あり、そばには服用したと思われる空瓶があった。救急隊現着時、ＪＣＳｌＯＯ、脈拍120/分、整。血

圧140/lOOmmHg、ＳｐＯ２９７％、瞳孔左右１．５ｍｍ・救急車内でも１回I匠吐を認めた。

来院時現症：ＧＣＳ９（144)、体温34.1℃、脈拍100/分、整。血圧170/lOOmmHg、SpO299％

（室内気吸入下)、瞳孔１．５ｍｍ左右同大。発汗著明、口腔内分泌冗進と尿便失禁を認めた。胸腹部、

四肢には明らかな異常はなかった。

原因として最も考えられる中毒物質はどれか。

ａ有機リン

ｂカドミウム

ｃパラコート

．アンフェタミン

ｅバルビッール酸
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『

５７２０歳の男性。家で食事もしなくなったため、両親に付き添われ来院した。詳しく病状を聴取し

たところ、大学の定期試‘験の勉強が忙しくなった２か月前より、自宅で勉強をしていると「お前

は受からないよ」という声が聞こえる様になった。また、学校では誰かに見られている感じが気

になり、電車に乗ることが出来なくなった。ｌか月前からは人目を避け自室にこもり、食事もせ

ず|睡眠もろくにとっていない様子で、「こっちに来るな！」と叫んでいた。家族は入院加療を希望

しているが、本人は入院については「必要ない」と答えている。

この患者の入院で正しいのはどれか。

ａ任意入院の適応になる。

ｂ本人への入院の説明は必要ない。

ｃ指定医２名の診察結果が一致しなければならない。

ｄ両親のどちらかが保護者の選任を受けなければならない。

ｅ本人の同意がなければ閉鎖病棟に入院させることはできない。

５４８２歳の女性。８月に節電のため冷房をつけず就寝していた。翌朝家族がベッドで意識をなくし

ている患者を発見し、救急病院に搬送した。

誤っているのはどれか。

ａ発汗低下

ｂ体温382℃

ｃ脈拍１２０／分

ｄツルゴール冗進

ｅ血圧８２/５０ｍｍＨｇ

５５５５歳の女性。事務職員で、ホルモン補充療法を受けている。会社にて突然の呼吸困難を生じ、

救急車にて来院した。胸部造影ＣＴを示す。

壱

初期治療法として適切でないのはどれか。

ａ血栓溶解薬の投与

ｂｌＶＣフィルターの留置

ｃ経皮的心肺補助（PCPS）装着

ｄ人工心肺下血栓摘除手術

ｅカテーテルアブレーション

、 ５８９３歳の男性。デイサービスに週３回通っている。ｌか月前から体幹四肢に樺みの強い皮疹が出

現した。近医でステロイド外用薬を処方されているが改善がない。手の指間に線状の角化を認め、

同部位からの検査により写真のようなものが観察された。

実施した検査はどれか。

ａ硝子圧法

bTzanck試験

ｃパーカーインク法

．ダーモスコピー試験

ｅ苛性カリ〈ＫＯH〉直接検鏡法

胸部造影ＣＴ

５６１７歳の男子。複視を主訴に来院した。野球の試合中にボールが右眼に当たった。上方注視時に

増強する複視と眼痛とを認める。

診断の確定に有用なのはどれか。

ａ頭部単純CＴ

ｂ頭部単純ＭＲＩ

ｃ骨シンチグラフイ

．オルファクトメトリ

ｅ鼻腔ファイバースコピー

､碇一括
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次の文を読み、６１～６３の問いに答えよ。

５２歳の男性。前胸部痛が４時間持続するために救急車で搬入。

現病歴：ｌか月前から階段を上がった際に前胸部絞拒感を自覚していたが、休息すると直ぐに消失

するので放置していた。本日、通勤中に駅の階段で前胸部絞掘感が生じ、しばらく我慢し

ていたが次第に増強してきたため、救急隊を要請した。

５９７５歳の男性。主訴は尿が出なくなったこと。昨日より咽頭痛を自覚し、自宅近くの診療所で感

冒薬を処方された。本日朝より尿細が途絶するとのこと。

身長170ｃｍ、体重７２ｋｇ・体温366℃・脈拍６４/分、整。血圧130/７５mmHg・下腹部は膨隆し、

直腸診で鶏卵大の前立腺を触知する。腹部超音波所見上、勝眺は多量の尿で拡張している。

現時点の対応として適切なのはどれか。

ａ導尿 既往歴：５年前から高血圧で降圧薬を服用している。

現症：意識は清明。身長１７２ｃｍ、体重８５ｋｇ･体温３６．６℃･呼吸数２４/分。脈拍１０４/分。血

圧170/９６ｍｍＨｇ・冷汗を伴い、四肢冷感あり。呼吸音異常なし。奔馬調律を聴取。腹部

平坦、肝・牌触知せず。下腿浮腫なし。

検査所見：尿所見：蛋白（＋)、糖１十．血液所見：赤血球４８０万、Ｈｂｌ５８ｇ/dZ、Ｈt４６％、白血

球10,400、血小板４８万。血液生化学所見：総蛋白７．６９/dJ、クレアチニン１．０ｍｇ/dZ、

ＡＳＴ８６ＩＵ/j，ＡＬＴ２４１Ｕ/ﾉ、ＣＫ６２０１Ｕ/ノ（基準40～200)。経皮的動脈血酸素飽和度

くSpO2＞９６％・来院時心電図①と来院後の心電図モニタを以下に示す。
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顔面写真

ｂ勝眺穿刺

ｃ尿道ブジー

ｄ勝耽機能検査

ｅ利尿剤の投与

６０７３歳の女性。複視を主訴に来院した。昨日、起床時に転倒し、左眼街部を打撲した。その直後

から複視がある。顔面写真を示す。

この疾患でみられるのはどれか。２つ選べ。
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『

６１診断はどれか。

ａ心筋炎

ｂ急性心膜炎

ｃ大動脈解離

ｄ不安定狭心症

ｅ急性心筋梗塞

次の文を読み、６４～６６の問いに答えよ。

３９歳の女性。月経が不順になったため受診した。

現病歴：以前から頭痛に悩んでいた。よく汗をかくようになり、いびきをかくことを家族に指摘さ

れるようになった。月経は定期的に発来していたが、ここ半年は不順である。最近結婚指

輪がきつくなったことを自覚している。

既往歴：生来健康。これまで特に異常を指摘されたことはない。

生活歴：喫煙歴なし。飲酒はビール350ｍjを週２回程度。

家族歴：父親が高血圧。

妊娠分娩歴：２経妊２経産。妊娠分娩経過に異常なし。

現症：身長１６２ｃｍ､体重61ｋｇ・体温36.7℃・脈拍66／分､整。血圧146/８８mmHg･皮膚は湿潤。

対座法で両耳側半盲を認める。乳汁分泌は認めない。

検査所見：尿所見：蛋白（－)、糖’十、潜血（－)。血液所見：白血球5,600、赤血球478万、Ｈｂ

ｌ３８ｇ/d/、Ｈt４２％、血小板27万。血液生化学所見：ＴＰ７．０９/dj，アルブミン４．２９／

ｄ/、ＡＳＴｌ６１Ｕ/ｊ、ＡＬＴ２３１Ｕ/ﾉ、ＬＤ２０７１Ｕ〃（基準１１５～245)、空腹時血糖１０４ｍｇ／

ｄｊ、ＨｂＡｌｃ６､０％、ＵＮ１１ｍｇ/dZ、クレアチニン０．６９ｍｇ/dj、総コレステロール２１７

ｍｇ/dj、トリグリセリド２１３ｍｇ/ｄｊ、ＩｍＬコレステロール４１ｍｇ/dJo内分泌検査所見：

ＴＳＨｌ２６‘ulU/ｍノ（基準050～5.00)、遊離Ｔ41.37,9/ｍノ（基準0.90～1.70)、ＧＨ４５２

ｎｇ/ｍｊ（基準0.28～1.64)、ソマトメジンＣ６８１ｎｇ/ｍｊ（年齢別基準73～311)、プロラク

チン４２．５，９/ｍノ（基準4.91～29.32)。

「Ｆ
ロ
ー
マ

－１０５－２１－

６２治療として適切でないのはどれか。

ａ酸素吸入

ｂヘパリン投与

ｃリドカイン投与

．アドレナリン投与

ｅニトログリセリン投与

６３来院30分後、突然意識を消失し、脈拍は触知不能となった。心電図②を示す。

直ちに行う処置はどれか。

ａｌＡＢＰ

ｂ気管挿管

ｃ電気的除細動

ｄ血栓溶解療法

ｅ心臓ペースメーカー

ハ

心電図②

－１０５－２２－



６８腎生検の病理写真を示す。所見として正しいのはどれか。

ａ半月体を認める。

ｂ基底膜の断裂を認める。

ｃ形質細胞の浸潤を認める。

ｄ上皮細胞の癒合を認める。

ｅメサンギウム領域に沈着物を認める。

「

Ｆ
凶

次の文を読み、６７～６９の問いに答えよ。

１５歳の男子。春の学校検尿で血尿３＋、蛋白尿３十を指摘され、近医を受診。血尿蛋白尿が続く

ため、夏休みに入って再び受診した。血圧120/７５ｍｍＨｇ･尿検査上、一日蛋白量は１．５９，赤血球

50～99/毎視野であった。血清蛋白は正常。腎機能正常。低補体血症は認めなかった。既往歴に難聴

あり。家族歴は特になし。

６４この患者にみられる身体所見はどれか。２つ選べ。

ａ野牛肩

ｂ巨大舌

ｃ眼球突出

ｄ眉弓部の膨大

ｅ赤色皮膚線状

６６行うべき治療はどれか。

ａクロミフェン療法

ｂインスリン療法

ｃステロイド療法

．抗癌化学療法

eHardy手術

－１０５－２３－

６７最初に行う検査として最も有用なのはどれかＣ

ａ尿中細胞診

ｂ腹部造影ＣＴ

Ｃ腎臓超音波検査

ｄ腎動脈血管造影

ｅ利尿剤負荷レノシンチ

６５診断に有用な検査はどれか。

ａブドウ糖負荷試験

ｂ高張食塩水負荷試験

cEllsworth-Howard試‘験

．立位フロセミド負荷試験

ｅデキサメサゾン抑制試験

百

Ｆ
』

６９この疾患で正しいのはどれか。

ａＷＴ１遺伝子異常である。

ｂ伴性劣’性遺伝の遺伝形式が最も多い。

ｃ遺伝形式は今のところ明確ではない。

ｄ常染色体優性巡伝の遺伝形式が最も多い。

ｅ常染色体劣性遺伝の遺伝形式が最も多い。

－１０５国2４－

腎生検の病理写真 腎生検の病理写真


